





































































































































対象学年 かたちづくられる 「相互作用を意図した他者とのかかわりの設定」学習における規範性 における学習形態と活動内容





主に中学年 他者のイメージや表現におけるよさ 個人制作－互いの作品の鑑賞： 共同制作－全体によるイメージ
に気づいたり，参考にしたりする。 制作途中において作品を互いに鑑賞 や表現の検討：
し合うことで，互いの表現のよさに 始めから共同で一つの作品をつく
主に高学年 他者のイメージや表現を参考にしな 気づき，新たなイメージをもつ。 ることを意図し，話し合いながら
がら，自己のイメージや表現をより イメージを展開させ，個々の子ど
よいものにする。 もがそれぞれの部分を制作する。
４ 「学習における規範性」がかたちづくられる題材展開
前頁の表１に示した，四つの学習形態における具体的な展開については，それぞれ，教師のかかわりを
織り込み，精緻化したものを「相互作用を意図した他者とのかかわりの展開」として既に提案している。
ここでは，四つの学習形態による具体的な展開において，共通する事柄を整理，再構築し，一般化したも
のを共通する題材展開のモデルとして提示したい。以下に示すaからeは，題材展開の時系列に沿ったもの
である。それぞれにおいては，教師のかかわりと，成立する葛藤状況や学習内容について述べている。
a 文化からのイメージの生起：
文化における美術側面とつながりをもつ表現対象に出会わせることで，葛藤状況（イメージの形
成 vs. イメージ形成における困難）が起こる。
b イメージや表現の多様化：
他者と交流することを意識づけるとともに，「低：ストーリー性をもたせる，中：表現の展開を
問い返していく，高：表現の意図を問い返していく」といったかかわりを行うことで，葛藤状況
（これまでもち得た・他者のイメージや表現 vs. 新たな・自己のイメージや表現）が起こる。
c イメージや表現における意味や価値の発見：
「イメージや表現の客観的検討」を促すきっかけを設定することで，他者と交流における意識
（第１から３学年：「他者のイメージや表現もよい」，第４から６学年：「他者のイメージや表
現を参考にするとよい」）を強める２）。
d イメージや表現における意味や価値の共有：
様々な子どものイメージや表現を価値づけることで，それらを共有させる。
e イメージの納得と文化の意識：
表現の成立を認めることで，文化におけ
る美術側面とのつながりを意識させる。
以上，aからeまでを，四つの学習形態による具
体的な展開より導き出し，題材展開上に位置づけ
ることで，図３のような一般化された題材展開の
モデルが見えてくる。このような題材展開の積み
重ねによって，「学習における規範性」と「イメ
ージや表現の客観的検討」がかたちづくられ，
「造形的自立」が成立するのである。 図３ 図画工作科における題材展開のモデル
（羽田野 崇，中田 高俊）
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